
３年 「たから島のぼうけん」② 

単元の後半では、これまで学習してきた物語の組み立てをもとに、ドキドキワクワクする書き表し方に気を

つけながら、実際に物語を書く活動に取り組みました。 

まず、同じ場面を三つの異なる表現で表した文章を読み

比べ、どの文章が最もドキドキワクワクが伝わってくるか

について話し合いました。子どもたちからは、「会話文があ

ると登場人物の考えていることがよく分かる」「『ガサガ

サ』などの言葉があると場面の様子が伝わり、よりドキド

キワクワクする」といった意見が出されました。これらの

気づきを生かし、教科書や市の言葉集『ことばのいずみ』

に掲載されている言葉を参考にしながら、場面の様子や登場人物の気持ちが伝わる表現を意識して物語を書い

ていきました。 

さらに、完成した物語については、これまで学習してきた内容

をもとに作成したチェックシートを活用し、友だちと読み合いな

がら推敲する活動を行いました。自分なりに工夫した物語の組み

立てや表現を友だちに認めてもらったり、助言を受けたりするこ

とで、表現を見直し、よりドキドキワクワクする物語に仕上げよ

うとする姿が見られました。 

これらの学習を通して、物語の組み立てを意識しながら書く力

や、登場人物の気持ちや場面の様子に気をつけて書く力が育って

きたと考えています。また、これらの力は物語を書く場面だけでなく、物語文を読む際にも、出来事のつなが

りや登場人物の心情の変化を捉える力として活用されると考えています。本校では、ICTの活用場面の増加に

伴い、子どもたちが本に触れる時間が限られてきているという現状があります。しかし、本単元のように物語

の組み立てや表現の工夫を意識して書く経験を積むことで、読む力を育み、それが物語の面白さをより深く味

わうことにつながると考えます。本に親しみ、本を読むことを楽しいと思える子どもの育成を進めていきま

す。 

 

 

 



 

 

 


